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Relationship between environmental conditions and technical solutions 














1 Space and Upper Atmosphere Science Group, National Institute of Polar Research 
 
Various kinds of unmanned observation systems have been operated in Antarctica. If we classify these systems with 
environmental conditions (e.g. power consumption and environmental temperature), we can find that similar technical 
solutions are used in similar environmental conditions. This relationship between conditions and solutions will give a good 
guide line in the future design of unmanned observation system. We will discuss the relationship based on our experiences in 



















極夜日数を 5 ヶ月(150 日)とした場合、許容される消費電力と蓄電池重量の間には表１のような比例関係がある。




観測システム消費電力 0.1 W 1 W 10 W 100 W 
蓄電池重量 12 kg 120 kg 1,200 kg 12,000 kg 






















 無人観測点は南極大陸沿岸部（年平均気温-10℃）、カタバ風帯（高度 1500m, 年平均気温-25℃）、内陸高原部








冬期に-55℃に達することが頻繁に起こる。消費電力 1W クラスの観測システムでは専用の低温設計を行い、MIL 






・ 消費電力 1W クラスの観測システムでは専用の低温設計を行ったものでも冬期は動作が不可能になるため、低
温に弱い部分を中心に電気ヒーターによる加熱保温を行う必要がある。そのため、冬期の消費電力は 10W 程
度に増加させざるを得ず、風力発電等の補助的な電源供給が必要になる。 
・ 消費電力 10W クラスでは、汎用品をベースに製作した観測機は動作が困難になる。専用の低温設計を行った 
観測システムにする必要がある。 

















消費電力 1 W 
太陽電池＋風力発電 
消費電力 10 W～ 
燃料を消費する発電機 
消費電力 100 W～1 kW 
沿岸部 -10℃ -40℃ 低温設計 汎用品利用、断熱材 汎用品利用 
カタバ風帯 -25℃ -55℃ 低温設計、断熱材 汎用品利用、断熱材、加熱 汎用品利用、断熱材 
内陸高原部 -50℃ -70℃ 動作不可 低温設計、断熱材、加熱 汎用品利用、断熱材 
        表２ 無人観測システムを消費電力と環境温度で区分した場合、それぞれに適用されている低温対策技術 
